
資料　１-1
天理市水道事業の財政状況

（１）平成２８年度　水道事業費用構成

表ー１　費用内訳

千円 （税抜）
項　　　目 費用構成 比　率

減 価 償 却 費 621,403 33%
受 水 費 585,000 31%
人 件 費 224,366 12%
委 託 料 151,880 8%
支 払 利 息 91,418 5%
そ の 他 203,985 11%
合 計 (A) 1,878,052 100%

（２）平成２８年度 水道事業収益構成

表ー２　収益内訳

千円 （税抜）
項　　　目 収益構成 比　率

給 水 収 益 1,969,045 92%
長 期 前 受 金 戻 入 147,748 7%
そ の 他 の 収 益 17,395 1%
合 計 (B) 2,134,188 100%

千円

長期前受金戻入を除いた純利益

千円

平成２８年度　純利益　（（Ｂ）－（Ａ））
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（百万円）（百万円）
（３）給水収益・水道事業費用
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（百万円）（百万円）

（７）企業債残高・支払利息【水道事業】
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（百万円）（百万円）
（４）有形固定資産・減価償却費【水道事業】
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（百万円）

百
万

（人）
（６）給与費・一般職員数【水道事業】

給与費 一般職員数

6,493 6,524 6,372 6,297 
5,691 5,122 5,032 5,601 5,401 
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（５）水源別配水量・受水費

県水 豊井 杣之内 受水費

減価償却費
33%

受水費
31%

人件費
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委託料
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支払利息
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11%

費 用 構 成

給水収益
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（消費税及び地方消費税抜き）

（単位：円）

１

(1) 1,969,044,645

(2) 3,449,000

(3) 2,066,744 1,974,560,389

２

(1) 848,251,216

(2) 141,631,508

(3) 3,021,000

(4) 144,139,548

(5) 621,403,342

(6) 26,999,763

(7) 3 1,785,446,380

189,114,009

３

(1) 5,887,434

(2) 4,931,977

(3) 147,748,185

(4) 947,393 159,514,989

４

(1) 91,418,011

(2) 797,208 92,215,219 67,299,770

256,413,779

５

(1) 0

(2) 112,705 112,705

６

(1) 0

(2) 390,420 390,420 △277,715

256,136,064

288,398,682

544,534,746

そ の 他 営 業 収 益

平成28年度天理市水道事業損益計算書

（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

他 会 計 補 助 金

営 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費

配 水 及 び 給 水 費

受 託 工 事 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

そ の 他 営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

営 業 外 費 用

支 払 利 息

雑 支 出

経 常 利 益

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損

過 年 度 損 益 修 正 損

当 年 度 純 利 益
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（消費税及び地方消費税抜き） ３

（単位：円）

イ
2,365,839,389

2,365,839,389

523,431,477 イ 390,968,766

1,398,560,954 ロ 324,097,246
△575,302,432 823,258,522 715,066,012

22,172,802,448 3,080,905,401
△11,018,074,685 11,154,727,763 ４

3,907,983,682
△3,350,586,965 557,396,717

27,963,820 304,513,081
△20,061,251 7,902,569 304,513,081

72,162,357 334,151,083
△56,441,878 15,720,479 (3) 3,914,400

76,644,507 (4)
△37,427,656 39,216,851 イ 18,081,000

40,427,000 18,081,000

13,162,081,378 (5)

イ 143,945,859

900,000,000 143,945,859

900,000,000 804,605,423

14,062,081,378 ５

2,759,081,014

2,493,675,051 △ 277,237,274

258,228,976 2,481,843,740

△ 14,669,485 243,559,491 6,367,354,564

7,144,564

(4) 24,280 ６

(5) (1)

2,744,403,386 イ 17,670,482

16,806,484,764 ロ 3,266,792,782

8,969,432,354

8,969,432,354

７

イ 5,313,558

ロ 305,498,064

ハ 46,256,379

ニ 487,031,965

844,099,966

イ 81,063,134

ロ 544,534,746

625,597,880

1,469,697,846

10,439,130,200

16,806,484,764

平成28年度天理市水道事業貸借対照表

（平成29年３月31日）

資　　産　　の　　部

１ 固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

イ
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

減 価 償 却 累 計 額

ニ 機 械 及 び 装 置
減 価 償 却 累 計 額

ホ 車 両 及 び 運 搬 具

イ 土 地

ロ 建 物
減 価 償 却 累 計 額

ハ 構 築 物

負     債     の     部

固 定 負 債

減 価 償 却 累 計 額

チ 建 設 仮 勘 定

減 価 償 却 累 計 額

ヘ 工具、器具及び備品
減 価 償 却 累 計 額

ト 量 水 器

投 資 合 計

固 定 資 産 合 計

２ 流 動 資 産

(1) 現 金 預 金

有 形 固 定 資 産 合 計

(2) 投 資

イ そ の 他 投 資

前 払 金

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

(2) 未 収 金

貸 倒 引 当 金

(3) 貯 蔵 品

前 払 費 用

減 債 積 立 金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

寄 附 金

資 本 剰 余 金 合 計

(2) 利 益 剰 余 金

出 資 金

資 本 金 合 計

資 本 金 合 計

当 年 度 未 処 分
利 益 剰 余 金

前 受 金

修 繕 引 当 金
引 当 金 合 計

繰 延 収 益 合 計

(1)

その他流動負債

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債 合 計
流 動 負 債

(1) 企 業 債

(2) 未 払 金

長 期 前 受 金
収 益 化 累 計 額

引 当 金

引 当 金 合 計

賞 与 引 当 金

預 り 金

(1) 企 業 債

建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

(2) 引 当 金

負 債 資 本 合 計

剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金

受 贈 財 産 評 価 額

工 事 負 担 金

分 担 金

そ の 他 流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

(2)

資     本     の     部

固 有 資 本 金

長 期 前 受 金

負 債 合 計

資 本 金

資 本 金

流 動 負 債 合 計

企 業 債 合 計
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天理市下水道事業の財政状況

（１）平成２８年度　下水道事業費用構成

表ー１　費用内訳

千円 （税抜）
項　　　目 費用構成 比　率

減 価 償 却 費 1,227,989 51%
流域下水道維持管理
負 担 金 522,443 22%
支 払 利 息 441,366 18%
人 件 費 91,831 4%
委 託 料 61,550 2%
そ の 他 62,729 3%
合 計 (A) 2,407,908 100%

（２）平成２８年度　下水道事業収益構成

表ー２　収益内訳

千円 （税抜）
項　　　目 収益構成 比　率

市 か ら の 補 助 金 1,263,615 44%
下 水 道 使 用 料 1,191,495 41%
長 期 前 受 金 戻 入 412,239 14%
そ の 他 の 収 益 11,910 1%
合 計 (B) 2,879,259 100%

千円

長期前受金戻入を除いた純利益

千円

平成２８年度　純利益　（（Ｂ）－（Ａ））

471,351

59,113
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百
万

（人）
（５） 給与費・一般職員数【下水道事業】

給与費 一般職員数

1,240 1,262 1,218 1,228 1,235 1,225 1,191 
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（百万円）（百万円）
（３） 下水道使用料・下水道事業費用

下水道使用料 下水道事業費用

44,919 
43,880 

42,825 
41,767 

40,717 39,689 38,689 

1,194 

1,198 
1,219 1,216 

1,221 1,224 1,228 

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

（百万円）（百万円）
（４） 固定資産・減価償却費【下水道事業】

固定資産 減価償却費

26,812 
25,562 
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（６） 企業債残高・支払利息【下水道事業】

企業債残高 支払利息
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その他
3%

費 用 構 成

市からの補助金
44%

下水道使用料
41%

長期前受金戻入

14%

その他の収益
1%

収 益 構 成
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（消費税及び地方消費税抜き）

（単位：円）

１

(1) 1,191,494,529

(2) 35,149,642

(3) 70,550 1,226,714,721

２

(1) 66,517,038

(2) 22,609,037

(3) 7,301,351

(4) 522,442,754

(5) 37,269,650

(6) 78,411,187

(7) 1,227,989,213

(8) 889,633 1,963,429,863

736,715,142

３

(1) 1,305,619

(2) 1,228,465,378

(3) 10,047,661

(4) 412,238,715

(5) 487,109 1,652,544,482

４

(1) 441,366,155

(2) 2,978,554 444,344,709 1,208,199,773

471,484,631

５

(1) 0 0

６

(1) 133,380 133,380 △133,380

471,351,251

126,543,248

597,894,499

雨 水 ポ ン プ 場 費

平成28年度天理市下水道事業損益計算書

（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

営 業 収 益

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

そ の 他 営 業 収 益

営 業 費 用

管 渠 費

農業集落排水施設維持費

流域下水道維持管理負担金

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 損 失

営 業 外 収 益

受 取 利 息

他 会 計 補 助 金

特 別 損 失

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

営 業 外 費 用

支 払 利 息

雑 支 出

経 常 利 益

特 別 利 益

過 年 度 損 益 修 正 益

過 年 度 損 益 修 正 損

当 年 度 純 利 益

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金
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（消費税及び地方消費税抜き） ３

（単位：円） (1)

16,572,454,566

(1) 16,572,454,566

137,328,938 (2)

190,958,037 イ 28,902,744
△36,000,010 154,958,027 28,902,744

43,141,467,072 16,601,357,310
△7,414,556,295 35,726,910,777 ４

1,309,633,851 (1)
△474,002,488 835,631,363

3,981,165 1,494,227,614
△1,616,547 2,364,618 1,494,227,614

12,641,936 (2) 57,384,398
△4,332,351 8,309,585 (3) 15,075,000

15,562,000 (4)

36,881,065,308 イ 8,314,000

(2) 8,314,000

176,102 (5)

260,000 イ 57,057,939

1,807,546,040 57,057,939

1,807,982,142 1,632,058,951

(3) ５

4,029,760 (1) 13,663,803,999

45,970,240 △ 1,232,548,823

50,000,000

38,739,047,450 12,431,255,176

30,664,671,437

(1) 852,685,282

(2) 280,901,651 ６

△6,484,604 274,417,047 (1)

(3) 33,200,000 イ 3,113,682,326

1,160,302,329 ロ 1,400,395,175

39,899,349,779 ハ 3,935,867,639

8,449,945,140

8,449,945,140

７

(1)

イ 1,380,787

ロ 167,433,365

ハ 18,024,551

186,838,703

(2)

597,894,499

597,894,499

784,733,202

9,234,678,342
39,899,349,779

ロ

有形固定資産

イ 土 地

車 両 及 び 運 搬 具

建 物
減 価 償 却 累 計 額

ハ 構 築 物
減 価 償 却 累 計 額

ニ 機 械 及 び 装 置

未 収 金

貸 倒 引 当 金

前 払 金

流 動 資 産 合 計

ロ

平成28年度天理市下水道事業貸借対照表

（平成29年３月31日）

資　　産　　の　　部

１ 固 定 資 産

２ 流 動 資 産

現 金 預 金

電 話 加 入 権

ハ 施 設 利 用 権

無形固定資産合計

投 資

イ 長 期 貸 付 金

イ

ロ

減 価 償 却 累 計 額

ヘ 工具、器具及び備品

流 動 負 債

企 業 債

企 業 債 合 計

資 産 合 計

負　　債　　の　　部

基 金

投 資 合 計

固 定 資 産 合 計

減 価 償 却 累 計 額

ト 建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

無形固定資産

地 上 権

減 価 償 却 累 計 額

ホ

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

固 有 資 本 金

出 資 金

組 入 資 本 金

負 債 合 計

資　　本　　の　　部

資 本 金

資 本 金

引 当 金 合 計

その他流動負債

預 り 金

賞 与 引 当 金

未 払 金
前 受 金

引 当 金
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天理市上下水道局

財政収支(比較)シミュレーション

平成２９年１２月１日作成

資
料
　
１
-
２



○天理市上下水道局では、今後、水道施設及び水道管路の老朽化が進んでいくことから、安全な水道水を安定的に供給し続けて

いくため、平成２８年度に天理市水道施設全体の更新に係る中長期の基本計画（天理市水道施設更新基本計画）を策定しました。

　その計画に基づいて、財政面との整合を図るため財政収支見通しとして（１）料金を据置いたケースと（２）財源を確保した

ケース①・（３）財源を確保したケース②の計３ケースのシミュレーションを行い検討し、前回の経営審議会で報告させていた

だきました。

当初ミュレーションの結果(平成２８年度決算前)

（１）料金を据置いたケースでは、収益的収支は当年度純損益が平成２８年度（２０１６年度）から継続的にマイナスになり、

　　資金残高は平成３８年度（２０２６年度）からマイナスになりました。

（２）財源を確保したケース①では、収益的収支は平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度、平成３１年度に純損失が発生

　　するため、平成３２年度（２０２０年度）に１０．０％増の料金改定を試算し、今後４０年で４回の料金改定が必要と想定

　　されました。また、資金残高はマイナスにならずに、財源が確保でき企業債残高は減少しました。

（３）財源を確保したケース②では、収益的収支は平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度、平成３１年度に純損失が発生

　　するため、平成３２年度（２０２０年度）に１５．０％増の料金改定を試算し、今後４０年で３回の料金改定が必要と想定

　　されました。また、資金残高はマイナスにならずに、財源が確保でき企業債残高は減少しました。

○しかし、平成２８年度決算では年間有収水量の減少が当初予測に比べ小さかったことから１億円余りの純利益となり平成２９

年度についても黒字の見通しであるので、水需要予測を上方修正しシミュレーションを行い比較検討しました。

－1－



Ⅰ　水需要予測の比較

図１　水需要予測

○水需要は平成２８年度の決算において、当初に予測を立てた年間有収水量の減少に比べ小さかったため、上方修正を加え
当初の予測水量と比較しました。
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Ⅱ　収益的収支の比較（シミュレーション）

（１）　料金据置ケース

当初シミュレーション 修正シミュレーション

○ 図１の水需要予測に基づいて、新たに平成２８年度決算・平成２９年度補正予算を加え、シミュレーションを行いまし
た。

　当初シミュレーションでは平成２８年度以降から純損失が生じていたが、平成２８年度決算は１億円余りの純利益となり
平成２９年度についても黒字の見通しとなるので、水需要を上方修正したことにより修正シミュレーションでは平成３５年
度（７年後）以降から純損失が生じた。

図２－１　　収益的収支（料金据置ケース）
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（２）　財源確保ケース①(初回引上げ率１０％の場合)

当初シミュレーション 修正シミュレーション

図２－２　　収益的収支（財源確保ケース①）

　当初シミュレーションでは、最初の料金の見直しが平成３２年度であったが、修正シミュレーションでは平成３７年度
（５年後）に推移した。また、料金の見直し回数についても４回から３回に減少し、全体の料金引上げ率も当初シミュレー
ションでは３９．８％であったが、修正シミュレーションでは３３．１％に減少した。
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（３）　財源確保ケース②(初回引上げ率１５％の場合)

当初シミュレーション 修正シミュレーション

図２－３　　収益的収支（財源確保ケース②）

　当初シミュレーションでは、最初の料金の見直しが平成３２年度であったが、修正シミュレーションでは平成３７年度
（５年後）に推移した。また、全体の料金引上げ率についても当初シミュレーションでは３９．１％であったが、修正シ
ミュレーションでは３２．８％に減少した。
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Ⅱ　企業債残高・資金残高の比較（シミュレーション）

（１）　料金据置ケース

当初シミュレーション 修正シミュレーション

　当初シミュレーションでは、資金残高が平成３８年度以降にマイナスになっていたが、修正シミュレーションは、平成
４２年度以降（４年後）に推移し、企業債の借入についても抑制できる。

図３－１　　企業債残高・資金残高（料金据置ケース）
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（２）　財源確保ケース①(初回引上げ率１０％の場合)

当初シミュレーション 修正シミュレーション

　資金残高がマイナスにならないように企業債の借入を行い、当初シミュレーションよりも企業債の借入を抑制できる。

図３－２　　企業債残高・資金残高（財源確保ケース①）
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（３）　財源確保ケース②(初回引上げ率１５％の場合)

当初シミュレーション 修正シミュレーション

図３－３　　企業債残高・資金残高（財源確保ケース②）

　資金残高がマイナスにならないように企業債の借入を行い、当初シミュレーションよりも企業債の借入を抑制できる。
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